
水田 状態

減農薬・減化学肥料栽培による生きもの保全への取組み≪遊佐町≫

生き物の主な活動場所

〇〇〇〇
きれい

モンシロチョウ、ヒメコガネ、トラハナムグリ

生き物の名前 生き物の主な活動時期

カエル、トンボ、鳥類

町の環境保全計画の名称等

※調査日　７月上旬

遊佐町環境保全型農業推進方針

計画における保全生物

遊佐町共同開発米部会

地区名

コモリグモ類

チビゲンゴロウ、ハイイロゲンゴロウ

問い合わせ先

ヒメアメンボ、ミジンコ類、ヒメタニシ

コバネイナゴ、ショウリョウバッタ

オタマジャクシ、アマガエル

遊佐町

高瀬地区

コガネムシ、ヒメガムシ

　　ＴＥＬ：0234-72-3234　      　　ＦＡＸ：0234-72-3228

保全活動に取組んでいる場所

【調査した田んぼ】

【生き物の絵を

描いているところ】

【生き物と一緒に記念撮影】

遊佐町共同開発米部会では、減農薬・減化学肥料栽培で環境にやさし

い農業を行っています。

◆地元の遊佐町立高瀬小学校５年生のみなさんと生き物調査を実施

しました。

◆調査時は、気温は13.8℃、田んぼの水温は13.2℃。半袖では寒いくら

いの天候でしたが、子ども達は元気に田んぼの中に入り、アマガエル

やオタマジャクシ、アメンボなどを見つけて捕まえていました。

◆学校のすぐそばにある田んぼを活用して、お米づく

りだけでなく、絵をかいたり、虫の音をきいたりと、いろ

いろな視点で生きものとのふれあいの場を増やし、田

んぼのある風景を守ってもらいたいと思います。

◆調査後は田んぼから教室へ移動し、教室の中

でみんなで捕まえた生きものを見ながら種類を確認

していきました。

◆確認後は、子ども達に生きものの絵を描いても

らいました。漫画（キャラクター）風なもの、細かい模

様まで描く子、カエルやオタマジャクシの顔を正面か

ら描く子など、みんな様々な視点でユニークな作品

が多くありました。


